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14 正負の数の意味⑴1

ポイント 正の数・負の数1

●　正の数・負の数…… 0を基準にして，0より大きいか，小さいかで，数を 2つ（ 0を入れると 3つ）に分類

できる。

①　負の数……0より小さい数。負の数は，負の符号「 - 」（マイナス）をつけて表す。

②　正の数……0より大きい数。負の数に対して，正の数は，正の符号「 + 」（プラス）をつけて表す。

＊小学校であつかっていた数は，0と正の数である。

①　0より 1小さい数=- 1（マイナス 1 ） ②　0より 
3
2

 小さい数=- 
3
2

③　0より 2大きい数= + 2（プラス 2 ） ④　0より 0.8大きい数= + 0.8

●　整数……負の整数，0，正の整数を合わせた全体。正の整数を自然数ともいう。

□⑴　次の数を+，-の符号を使って表しなさい。

□①　0より 3大きい数 □②　0より 3.5大きい数 □③　0より 
2
1

 大きい数

□④　0より 4小さい数 □⑤　0より 0.06小さい数 □⑥　0より 
5
6

 小さい数

□⑵　次の空欄にあてはまる数を答えなさい。

□①　0より（　　　　）大きい数は+ 6である。 □②　0より（　　　　）大きい数は+ 0.25である。

□③　0より（　　　　）小さい数は- 10である。 □④　0より（　　　　）小さい数は- 
4
1

 である。

□⑶　次の空欄のアにあてはまる数と，イにあてはまる大きいか小さいかを答えなさい。

□①　+ 0.5は，0より（　　ア　　）だけ（　　イ　　）数である。

□②　- 
3
2

 は，0より（　　ア　　）だけ（　　イ　　）数である。

□⑷　次のア～シの数を，あとの①～⑤に分類しなさい。

ア　- 0.6 イ　+ 3 ウ　+ 0.001 エ　- 1 オ　+ 
2
3

 カ　0

キ　- 
5
6

 ク　- 0.58 ケ　- 88 コ　+ 
5
12

 サ　+ 100 シ　- 
3
25

□①　負の整数 □②　①以外の負の数 □③　自然数

□④　③以外の正の数 □⑤　①～④以外の数

次の問いに答えなさい。確認問題 1

例

整数

0 1 2 3 4 ……-1-2-3-4……

正の整数負の整数

1 正負の数の意味⑴
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15正負の数の意味⑴1

ポイント 正負の数を使った量の表し方2

●　正の数・負の数の利用……反対の性質をもつ量や基準からの隔たりなどを正負の数で表すことができる。

①　互いに反対の性質をもつ量は，一方を正の数で，もう一方を負の数で表し，数値として比較すること

ができる。

9000円の利益を + 9000円と表すとすると，

200円の利益… + 200円　　500円の損失… - 500円

と表すことができる。

②　ある基準を設けたときに，その基準からの増減や過不足などを正負の数で表すことができる。

テストの合格点を 70点とすると，

84点… + 14点　　50点… - 20点

と表すことができる。

□⑴　次の空欄にあてはまる数を答えなさい。

□①　5万円の赤字を- 50000円と表すと，2万円の黒字は（　　　　）円と表される。

□②　気温が 6℃上昇することを+ 6℃と表すと，気温が 3℃下降することは（　　　　）℃と表される。

□③　ある地点Aから東へ 4 km進むことを+ 4 km，西へ 4 km進むことを- 4 kmと表すと，東へ 10 km

進むことは（　　　　）km，西へ 7 km進むことは（　　　　）kmと表される。

□⑵　次の文を負の数を使わない言い方に直しなさい。

□①　- 200円の値上げ □②　- 30人の増加

□③　- 100万円の損失 □④　時計の- 15分の遅れ

□⑶　A君は毎月 1日に体重を量っている。次の表が，1月 1日の体重 43.5 kgとどれだけ違うかを表すように，

空欄に正負の数を入れなさい。

□⑷　次の表は，A～ Fの 6人の生徒のテストの得点を 60点を基準にして表そうとしたものである。空欄に

あてはまる数を答えなさい。

次の問いに答えなさい。確認問題 2

例１

例２

1月 1日 2月 1日 3月 1日 4月 1日 5月 1日

体重（kg） 43.5 43.9 44.5 43.0 42.8

43.5 kgとの違い（kg） 0 + 0.4

生徒 A B C D E F

得点（点） 70 45

60点との違い（点） + 10 - 15 + 38 + 27 - 28 - 19

学習内容▶ 学習日▶　　 /正負の数や絶対値の意味を知り，数の大小を
比べることを学習します。
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16 正負の数の意味⑴1

ポイント

ポイント

数直線

絶対値と数の大小

3

4

●　数直線…… 1つの直線上に，基準となる点を決め，この点に数 0を対応させ，0の左に負の数，右に正

の数を対応させた直線。数 0に対応する点を原点という。

●　絶対値……数直線上で，その数に対応する点と 0（原点）との距離。その数から符号を取り去った数になる。

①　+ 5の絶対値 = 5 ②　- 5の絶対値 = 5 ③　- 
3
7

 の絶対値 = 
3
7

●　数の大小……①　正の数は 0より大きく，絶対値が大きいほど大きい。

②　負の数は 0より小さく，絶対値が小さいほど大きい。

- 3.4 < - 2 < - 
2
1

 < 0 < + 0.5 < + 
4
3

 < + 2 < + 
5
12

□⑴　次の数に対応する点を下の数直線上に示しなさい。

□①　+ 3 □②　- 1 □③　+ 4.5 □④　- 3.5 □⑤　- 0.5 □⑥　- 
2
15

□⑵　次の数直線上の点A～ Gに対応する数を答えなさい。

□⑴　次の数の絶対値を答えなさい。

□①　- 3 □②　+ 2 □③　0 □④　- 3.2

□⑵　次の空欄にあてはまる不等号を答えなさい。

□①　+ 3（　　　　）- 13 □②　- 5（　　　　）0 □③　- 9（　　　　）- 3

□④　- 1.4（　　　　）- 6.6 □⑤　- 5.3（　　　　）- 5.8 □⑥　- 
6
5（　　　　）- 1

□⑶　次の各組の数の大小を，不等号を用いて表しなさい。

□①　+ 2，- 2，0，- 3 □②　+ 0.01，- 0.01，+ 0.1，- 0.1

□③　- 
2
1

 ，- 
3
1

 ，- 
4
3

 ，- 
2
5

 □④　- 
3
2

 ，+ 0.3，+ 
4
1

 ，- 0.5

次の問いに答えなさい。

次の問いに答えなさい。

確認問題 3

確認問題 4

例

例

負の方向 原点 正の方向
0 +1 +2 +3 +4 +5-5 -4 -3 -2 -1

0 +5-5

D

0 +3-3

C B AEFG

3
7

3
-

0 +5-5

5 5

7
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17正負の数の意味⑴1

1

2

3

4

次の空欄にあてはまる数を答えなさい。

□⑴　0より 
5
4

 小さい数は（　　　　）である。

□⑵　- 1.06は 0より（　　　　）小さい数である。

次の問いに答えなさい。

□⑴　200円の値上げを+ 200円と表すと，50円の値下げはどのように表されるか。

□⑵　次の表は，A～ Fの 6人の生徒の身長が，クラス全体の身長の平均である 151.3 cmと比べて，何 cm

違うかを正負の数を用いて表そうとしたものである。 + が平均より高く，- が平均より低いことを表す

とき，空欄にあてはまる数を答えなさい。

次の数直線について，あとの問いに答えなさい。

□⑴　次の数に対応する点を上の数直線に↓で示しなさい。

□①　+ 2 □②　- 2 □③　- 2.5 □④　+ 0.75 □⑤　- 0.25 □⑥　- 
4
7

□⑵　数直線上の点A～ Fに対応する数を答えなさい。

□⑶　数直線上の点 Cと点 Fの距離を答えなさい。

次の問いに答えなさい。

□⑴　絶対値が 3より小さい整数をすべて答えなさい。

□⑵　絶対値の等しい 2つの数があり，その差は 8である。このような 2つの数を求めなさい。

□⑶　次の各組の数の大小を，不等号を用いて表しなさい。

□①　- 3，- 3.5，- 3.1，- 3.01 □②　- 
2
9

 ，- 
6
37

 ，- 1，- 1.7

□⑷　- 
7
2

 より小さい数のうち，最も大きい整数を答えなさい。

（ ポイント 1）

（ ポイント 2）

（ ポイント 3）

（ ポイント 4）

練成問題

0 +3-3

F E D C B A

生徒 A B C D E F

平均との違い（cm） + 7.5 - 3.2 0 - 5.1 + 4.3 - 1.7

身長（cm）
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18 正負の数の意味⑵2

ポイント 数直線を使った正の数の加減1

●　正の数をたす計算……正の数をたすことは，たす数だけ大きい数を求めることであるから，数直線上で，

たす数の絶対値だけ右へ移動した点に対応した数を求めればよい。

①　 ( + 3 ) + ( + 4 ) ②　 ( - 3 ) + ( + 4 )

→ + 3より 4大きい数を求める。 → - 3より 4大きい数を求める。

→ →

→ ( + 3 ) + ( + 4 ) =+ 7 → ( - 3 ) + ( + 4 ) =+ 1

●　正の数をひく計算……正の数をひくことは，ひく数だけ小さい数を求めることであるから，数直線上で，

ひく数の絶対値だけ左へ移動した点に対応した数を求めればよい。

①　 ( + 3 ) - ( + 4 ) ②　 ( - 3 ) - ( + 4 )

→ + 3より 4小さい数を求める。 → - 3より 4小さい数を求める。

→ →

→ ( + 3 ) - ( + 4 ) =- 1 → ( - 3 ) - ( + 4 ) =- 7

□⑴　次の空欄にあてはまる数を答えなさい。

□①　+ 5より 6大きい数は（　　　　）である。 □②　- 8より 4大きい数は（　　　　）である。

□③　+ 2より 7小さい数は（　　　　）である。 □④　- 5より 9小さい数は（　　　　）である。

□⑵　数直線を使って，次の計算をしなさい。

□①　( + 1 ) + ( + 3 ) □②　( + 5 ) + ( + 9 ) □③　( + 12 ) + ( + 14 )

□④　( - 1 ) + ( + 4 ) □⑤　( - 3 ) + ( + 5 ) □⑥　( - 6 ) + ( + 6 )

□⑦　( - 4 ) + ( + 2 ) □⑧　( - 6 ) + ( + 1 ) □⑨　( - 10 ) + ( + 7 )

□⑩　( + 8 ) - ( + 1 ) □⑪　( + 7 ) - ( + 4 ) □⑫　( + 9 ) - ( + 9 )

□⑬　( + 3 ) - ( + 7 ) □⑭　( + 6 ) - ( + 10 ) □⑮　( + 4 ) - ( + 12 )

□⑯　( - 1 ) - ( + 1 ) □⑰　( - 3 ) - ( + 5 ) □⑱　( - 8 ) - ( + 3 )

次の問いに答えなさい。確認問題 1

例

例

+3 +4 +5

4

+6 +7 -3 -2 -1

4

0 +1

-1 0 +1

4

+2 +3 -7 -6 -5

4

-4 -3

2 正負の数の意味⑵
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19正負の数の意味⑵2

ポイント 数直線を使った負の数の加減2

●　負の数をたす計算……「負の数をたす」ことは，「正の数をひく」ことと同じであるから，数直線上で，

たす数の絶対値だけ左に移動した点に対応した数を求めればよい。

①　 ( + 4 ) + ( - 5 ) ②　 ( - 4 ) + ( - 5 )

→ + 4より 5小さい数を求める。 → - 4より 5小さい数を求める。

→ →

→ ( + 4 ) + ( - 5 ) =- 1 → ( - 4 ) + ( - 5 ) =- 9

●　負の数をひく計算……「負の数をひく」ことは，「正の数をたす」ことと同じであるから，数直線上で，

ひく数の絶対値だけ右に移動した点に対応した数を求めればよい。

①　 ( + 4 ) - ( - 5 ) ②　 ( - 4 ) - ( - 5 )

→ + 4より 5大きい数を求める。 → - 4より 5大きい数を求める。

→ →

→ ( + 4 ) - ( - 5 ) =+ 9 → ( - 4 ) - ( - 5 ) =+ 1

□⑴　次の文を負の数を使わない言い方に直しなさい。

□①　- 3をたす □②　- 5をひく □③　- 1大きい □④　- 4小さい

□⑵　次の空欄にあてはまる数を答えなさい。

□①　+ 3より- 5大きい数は（　　　　）である。 □②　- 4より- 3大きい数は（　　　　）である。

□③　+ 2より- 4小さい数は（　　　　）である。 □④　- 3より- 4小さい数は（　　　　）である。

□⑶　数直線を用いて，次の計算をしなさい。

□①　( + 2 ) + ( - 1 ) □②　( + 3 ) + ( - 4 ) □③　( + 5 ) + ( - 5 )

□④　( - 3 ) + ( - 5 ) □⑤　( - 6 ) + ( - 8 ) □⑥　( - 7 ) + ( - 7 )

□⑦　( + 2 ) - ( - 4 ) □⑧　( + 3 ) - ( - 8 ) □⑨　( + 11 ) - ( - 12 )

□⑩　( - 2 ) - ( - 5 ) □⑪　( - 6 ) - ( - 9 ) □⑫　( - 9 ) - ( - 9 )

□⑬　( - 8 ) - ( - 3 ) □⑭　( - 12 ) - ( - 10 ) □⑮　( - 19 ) - ( - 12 )

次の問いに答えなさい。確認問題 2

例

例

-1 0 +1

5

+3+2 +4 -9 -8 -7

5

-5-6 -4

+4 +5 +6

5

+8+7 +9 -4 -3 -2

5

0-1 +1

学習内容▶ 学習日▶　　 /正負の数の加法や減法の意味を知り，計算方
法を学習します。
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20 正負の数の意味⑵2

ポイント 絶対値と正負の数の加法3

●　加法……ポイント 1・2から，次のことがいえる。

①　同符号どうしの加法……絶対値の和に，共通の符号をつける。

②　異符号どうしの加法……絶対値の差に，絶対値の大きい方の符号をつける。

①　( + 7 ) + ( + 4 ) =+ ( 7 + 4 ) ②　( - 3 ) + ( - 5 ) =- ( 3 + 5 )

 =+ 11  =- 8

③　( + 6 ) + ( - 4 ) =+ ( 6 - 4 ) ④　( + 3 ) + ( - 4 ) =- ( 4 - 3 )

 =+ 2 =- 1

□⑴　( + 3 ) + ( + 4 ) □⑵　( + 7 ) + ( + 2 ) □⑶　( + 5 ) + ( + 5 )

□⑷　( + 8 ) + ( + 3 ) □⑸　( + 7 ) + ( + 9 ) □⑹　( + 6 ) + ( + 4 )

□⑺　( - 3 ) + ( - 7 ) □⑻　( - 5 ) + ( - 3 ) □⑼　( - 5 ) + ( - 7 )

□⑽　( - 7 ) + ( - 7 ) □⑾　( - 6 ) + ( - 4 ) □⑿　( - 8 ) + ( - 4 )

□⒀　( - 8 ) + ( - 8 ) □⒁　( - 6 ) + ( - 9 ) □⒂　( - 9 ) + ( - 7 )

□⒃　( + 4 ) + 0 □⒄　( - 5 ) + 0 □⒅　0 + ( - 8 )

□⒆　( + 8 ) + ( - 4 ) □⒇　( - 5 ) + ( + 2 ) □ 　( - 4 ) + ( + 6 )

□ 　( - 4 ) + ( + 3 ) □ 　( - 9 ) + ( + 7 ) □ 　( - 5 ) + ( + 2 )

□ 　( + 5 ) + ( - 7 ) □ 　( + 2 ) + ( - 7 ) □ 　( - 1 ) + ( + 9 )

□ 　( + 8 ) + ( - 3 ) □ 　( - 8 ) + ( + 6 ) □ 　( + 1 ) + ( - 9 )

□ 　( + 7 ) + ( - 1 ) □ 　( - 8 ) + ( + 3 ) □ 　( + 5 ) + ( - 6 )

□ 　( - 7 ) + ( + 9 ) □ 　( + 6 ) + ( - 9 ) □ 　( - 7 ) + ( + 2 )

□ 　( - 1 ) + ( + 1 ) □ 　( + 4 ) + ( - 4 ) □ 　( - 5 ) + ( + 5 )

次の計算をしなさい。確認問題 3

例

絶対値の和 絶対値の和

絶対値の差 絶対値の差SAM
PLE



21正負の数の意味⑵2

ポイント 絶対値と正負の数の減法4

●　減法……減法は，ひく数の符号を変えることによって，加法に直すことができる。

（「正の数をひく」=「負の数をたす」，「負の数をひく」=「正の数をたす」）

①　( + 4 ) - ( + 3 ) = ( + 4 ) + ( - 3 ) ②　( - 6 ) - ( + 4 ) = ( - 6 ) + ( - 4 )

 =+ ( 4 - 3 )  =- ( 6 + 4 )

 =+ 1  =- 10

③　( + 4 ) - ( - 3 ) = ( + 4 ) + ( + 3 ) ④　( - 6 ) - ( - 4 ) = ( - 6 ) + ( + 4 )

=+ ( 4 + 3 )  =- ( 6 - 4 )

 =+ 7  =- 2

□⑴　( + 3 ) - ( + 4 ) □⑵　( + 7 ) - ( + 4 ) □⑶　( + 5 ) - ( + 5 )

□⑷　( + 8 ) - ( + 3 ) □⑸　( + 7 ) - ( + 9 ) □⑹　( + 6 ) - ( + 4 )

□⑺　( - 3 ) - ( - 4 ) □⑻　( - 5 ) - ( - 3 ) □⑼　( - 5 ) - ( - 7 )

□⑽　( - 7 ) - ( - 7 ) □⑾　( - 6 ) - ( - 2 ) □⑿　( - 8 ) - ( - 4 )

□⒀　( - 8 ) - ( - 8 ) □⒁　( - 6 ) - ( - 9 ) □⒂　( - 9 ) - ( - 7 )

□⒃　( - 4 ) - 0 □⒄　( - 5 ) - 0 □⒅　0 - ( - 8 )

□⒆　( + 8 ) - ( - 4 ) □⒇　( - 5 ) - ( + 2 ) □ 　( - 4 ) - ( + 6 )

□ 　( - 4 ) - ( + 3 ) □ 　( - 7 ) - ( + 4 ) □ 　( - 5 ) - ( + 1 )

□ 　( + 5 ) - ( - 7 ) □ 　( + 2 ) - ( - 7 ) □ 　( - 1 ) - ( + 9 )

□ 　( + 8 ) - ( - 3 ) □ 　( - 8 ) - ( + 6 ) □ 　( + 1 ) - ( - 9 )

□ 　( + 7 ) - ( - 1 ) □ 　( - 8 ) - ( + 3 ) □ 　( + 5 ) - ( - 6 )

□ 　( - 7 ) - ( + 9 ) □ 　( + 6 ) - ( - 9 ) □ 　( - 7 ) - ( + 2 )

□ 　( - 1 ) - ( + 1 ) □ 　( + 4 ) - ( - 4 ) □ 　( - 5 ) - ( + 5 )

次の減法を加法に直して計算しなさい。確認問題 4

例
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22 正負の数の意味⑵2

ポイント 加法の式の表し方5

●　かっこのつかない計算……加法の式では，数につくかっこと，「たす」ことを表す「 + 」を省いて書くこと

がある。

①　( - 6 ) + ( + 4 ) =- 6 + 4 ②　( + 8 ) + ( - 12 ) = 8 - 12

=- ( 6 - 4 )  =- ( 12 - 8 )

=- 2 =- 4

＊式の先頭の「 + 」も省略することができる。

□⑴　次の計算式を，かっこのつかない計算式に直しなさい。

□①　( - 5 ) + ( + 2 ) □②　( - 4 ) + ( + 6 ) □③　( - 6 ) + ( + 4 )

□④　( + 5 ) + ( - 7 ) □⑤　( + 2 ) + ( - 7 ) □⑥　( + 1 ) + ( - 9 )

□⑦　( - 8 ) + ( - 8 ) □⑧　( - 6 ) + ( - 4 ) □⑨　( - 9 ) + ( - 7 )

□⑩　( - 6 ) + ( - 9 ) □⑪　( - 7 ) + ( - 7 ) □⑫　0 + ( - 8 )

□⑵　次の計算をしなさい。

□①　2 - 7 □②　5 - 8 □③　3 - 11

□④　6 - 12 □⑤　1 - 10 □⑥　0 - 7

□⑦　- 7 + 10 □⑧　- 9 + 1 □⑨　- 4 + 6

□⑩　- 8 + 8 □⑪　- 6 + 10 □⑫　- 9 + 0

□⑬　- 7 - 3 □⑭　- 2 - 8 □⑮　- 5 - 6

□⑯　- 8 - 8 □⑰　- 5 - 12 □⑱　- 12 - 9

□⑲　5 - 9 □⑳　- 7 - 9 □ 　- 9 + 4

□ 　- 12 - 4 □ 　- 4 + 10 □ 　1 - 12

□ 　3 - 15 □ 　- 3 + 5 □ 　- 12 - 12

□ 　- 4 + 4 □ 　13 - 20 □ 　- 10 + 2

次の問いに答えなさい。確認問題 5

例
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23正負の数の意味⑵2

1

2

3

5

4

次の数を求めなさい。

□⑴　- 2より 7大きい数 □⑵　+ 3より 8小さい数

次の数を求めなさい。

□⑴　- 5より- 9大きい数 □⑵　- 7より- 3小さい数

次の計算をしなさい。

□⑴　( - 4 ) + ( - 5 ) □⑵　( + 7 ) + ( - 5 ) □⑶　( + 2 ) + ( - 2 )

□⑷　( - 7 ) + 0 □⑸　( - 12 ) + ( + 8 ) □⑹　( - 15 ) + ( - 7 )

□⑺　( + 3.5 ) + ( - 1.6 ) □⑻　 - 
7
4

 + - 
7
6

 □⑼　 + 
4
1

 + - 
3
2

次の計算をしなさい。

□⑴　( - 8 ) - ( - 4 ) □⑵　( - 4 ) - ( + 4 ) □⑶　( - 6 ) - 0

□⑷　0 - ( - 7 ) □⑸　( - 11 ) - ( + 13 ) □⑹　( - 21 ) - ( - 18 )

□⑺　( - 6.3 ) - ( - 5.4 ) □⑻　 - 
4
5

 - + 
9
5

 □⑼　 - 
4
3

 - - 
2
5

次の計算をしなさい。

□⑴　7 - 12 □⑵　- 8 + 15 □⑶　- 15  + 10

□⑷　- 9 - 14 □⑸　1.2 - 2.8 □⑹　2 - 5.9

□⑺　- 1.5 + 5.3 □⑻　- 4 + 0.8 □⑼　- 3.7 - 2.3

□⑽　- 
8
5

 + 
8
3

 □⑾　
5
7

 - 4 □⑿　- 
7
9

 + 3

□⒀　- 2 - 
5
4

 □⒁　- 
2
1

 + 
4
1

 □⒂　- 
3
1

 + 
6
5

□⒃　- 
4
7

 - 
5
12

 □⒄　
5
4

 - 
3
8

 □⒅　- 
6
7

 + 
5
9

（ ポイント 1）

（ ポイント 2）

（ ポイント 3）

（ ポイント 4）

（ ポイント 5）

練成問題
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